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ル基を、オクチル基からドデシル基に置換することで抽 出容量を向上させた抽 出剤。

、         ・TODGA

期句 高蠅稚ぶ勇こ1曇まばr]頚lt麿腐躙あぶ:削贔削馳
要性及び沈殿生成が課題であつた。2座配位抽出剤 (CMPO、 マロンアミド等)では、抽出能力の不

/=~~;鯰 ■ 蒼驚孟董ゴ垂層薄 糞 糞 翼 仄 窯 退ま翼 冨 棚 寒

‐テトラオクチルジグリコールアミド)が開発された。TODGA
t分解、放射線分解にも比較的安定であり、ドデカンヘの溶

パenediamine。 ソフトドナーである窒素で多座配位する抽

ために抽出剤として開発された。

研究所に設置されている廃棄物安全試験施設 (llVaste

ュする高レベル放射性廃液の処理・処分に関する安全性試

zルが設置されている。現在は、再処理機器材料の腐食試

篭、TRU窒化物燃料に関する試験等が行われている。

次
`ロ

ヽ __

仇tよ■
効〔

I夕各 ル、キ,

■

″

フあ

ζi｀

t:サ;]千/1= l鮮一

、4ヾιノ1)

用 14

Lへ資:キ

υ

⇒

／

一１

め
　
　
，ヽ

卜
御

て／／
ノ
‐
ｔ

′ｒ
‐ヽ茂い

イ

ー
一い

|ヽィト
ハ

イ
啜

つ
し
「〃″

い
　
′／／

／

ｔ

ギ
ト

―
、 ν″

′
t tiん

年組 it_`入

蟄 みょ″7た


